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伝
習
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り

ワ
イ
ン
醸
造
を
学
ん
だ
高
野
正
誠
。

帰
国
後
、日
本
初
の
本
格
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
た
。

後
に
ブ
ド
ウ
栽
培
法
や
ワ
イ
ン
醸
造
法
を

『
葡
萄
三
説
』と
し
て
ま
と
め

日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
の
基
盤
を
築
い
た
。

ひ 

ら

ブ
ド
ウ
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸
造
の

技
術
と
知
識
を
習
得

日
本
初
の
本
格
ワ
イ
ン
を
醸
造
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TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991 留学先のフランスでブドウを剪定する高野

正誠（左）と土屋龍憲（右）（甲州市提供）
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ま
さ 

な
り

せ
ん 

て
い

が
　
か
い

　
高
野
正
誠
は
、１
８
５
２（
嘉
永
５
）年
、八

代
郡
上
岩
崎
村（
後
の
祝
村
、現・甲
州
市
勝

沼
町
）に
、神
官・高
野
正
吉
の
嫡
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。

　
１
８
７
７（
明
治
10
）年
春
、県
営
の
葡
萄

酒
醸
造
所
や
勧
業
製
糸
場
を
造
り
殖
産
興

業
を
推
し
進
め
て
い
た
当
時
の
県
令・藤
村

紫
朗
は
、祝
村
に
、葡
萄
酒
醸
造
会
社
を
設

立
し
、資
金
を
集
め
、青
年
２
人
を
推
挙
す

れ
ば
、フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
す
る
旨
を
通
達
し

た
。祝
村
は
協
議
の
末
、受
諾
。豪
農
や
地
主

な
ど
が
発
起
人
と
な
っ
て
出
資
を
募
り
、同

年
８
月
に
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社（
通

称
・
祝
村
葡
萄
酒
醸
造
会
社
）を
設
立
。株

主
に
名
を
連
ね
て
い
た
正
誠
は
、選
挙
に
よ
っ

て
土
屋
助
次
朗（
後
の
龍
憲
）と
と
も
に
伝

習
生
に
選
ば
れ
、同
年
10
月
、フ
ラ
ン
ス
船
タ

ナ
イ
ス
号
で
横
浜
港
を
出
航
。こ
の
時
、１
年

で
ブ
ド
ウ
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸
造
の
技
術
を
習

得
し
、醸
造
器
具
の
使
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と

が
２
人
の
任
務
と
さ
れ
て
い
た
。

　
翌
年
開
催
さ
れ
る
パ
リ
万
博
の
事
務
官

長
と
し
て
一
緒
に
渡
仏
し
た
前
田
正
名（
後

の
山
梨
県
知
事
）は
、２
人
に
パ
リ
の
知
人
宅

で
約
1
カ
月
間
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ば
せ
、そ
の

後
、自
身
が
懇
意
に
し
て
い
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニュ

地
方
の
街
・ト
ロ
ワ
の
植
物
学
者
で
あ
り
苗

木
商
で
も
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル・バ
ル
テ
に
預
け

た
。正
誠
ら
は
そ
こ
で
、も
う
一人
、ブ
ド
ウ
栽

培
と
ワ
イ
ン
醸
造
研
究
の
実
務
者
ピ
エ
ー
ル・

デ
ュ
ポ
ン
を
紹
介
さ
れ
、両
氏
か
ら
教
え
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ブ
ド
ウ
の
剪
定
、挿
し
木
法
、品
種
改
良

を
す
る
際
の
接
ぎ
木
法
、摘
果
、収
穫
法
な

ど
の
実
技
と
、品
種
の
研
究
や
生
食
用
と
醸

造
用
の
本
質
的
な
違
い
と
いっ
た
理
論
を
並

行
し
て
学
び
、昼
は
作
業
、夜
は
詳
細
な
リ

ポ
ー
ト
の
作
成
と
、寸
暇
を
惜
し
ん
で
研
修

を
重
ね
た
。当
初
の
帰
国
予
定
は
９
月
だ
っ

た
が
、ワ
イ
ン
醸
造
が
始
ま
る
前
の
帰
国
は

あ
ま
り
に
も
無
念
だ
と
考
え
た
２
人
は
、留

学
延
長
を
願
い
出
た
。結
果
、延
長
分
の
経

費
は
自
己
負
担
で
は
あ
っ
た
が
、半
年
間
の

猶
予
が
与
え
ら
れ
、仕
込
み
か
ら
貯
蔵
法
、

新
酒
の
蔵
出
し
ま
で
の
一
通
り
の
過
程
に
加

え
、シ
ャ
ン
パ
ン
や
他
の
果
実
酒
、ビ
ー
ル
の
醸

造
法
を
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
１
８
７
９（
明
治
12
）年
５
月
、帰
国
し
た

２
人
は
、故
郷
へ
戻
る
と
早
速
準
備
に
取
り

掛
か
り
、こ
の
年
の
秋
、甲
州
ブ
ド
ウ
を
使
っ

た
白
ワ
イ
ン
と
、山
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
赤
ワ

イ
ン
を
醸
造
。当
時
、日
本
で
は
ワ
イ
ン
の

発
酵
に
麹
を
用
い
て
い
た
が
、帰
国
の
翌
年

に
は
、麹
を
用
い
な
い
本
格
ワ
イ
ン
を
醸
造

し
た
。ま
た
、正
誠
は
醸
造
技
師
と
し
て
ワ

イ
ン
生
産
に
務
め
る
傍
ら
、自
宅
の
蚕
室
を

改
造
し
、ワ
イ
ン
醸
造
の
研
究
や
全
国
か
ら

醸
造
を
学
び
に
集
ま
る
門
下
生
の
教
育
に

も
取
り
組
ん
だ
。さ
ら
に
、大
日
本
山
梨
葡

萄
酒
会
社
が
瓦
解
す
る
１
８
８
６（
明
治

19
）年
ご
ろ
か
ら
は
、広
大
な
ブ
ド
ウ
園
で

栽
培
か
ら
醸
造
ま
で
行
う
欧
州
的
な
ブ
ド

ウ
園
経
営
の
必
要
性
を
説
き
、自
ら
も
そ
の

実
現
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
１
８
９
０（
明
治
23
）年
12
月
、フ
ラ
ン
ス

で
学
ん
だ
栽
培
技
術
や
醸
造
法
の
詳
細
と

と
も
に
、ブ
ド
ウ
園
経
営
に
も
言
及
し
た

４
０
０
ペ
ー
ジ
超
の
大
作『
葡
萄
三
説
』を

刊
行
。全
国
各
地
で
講
演
を
行
い
、後
進
の

醸
造
家
を
育
成
す
る
な
ど
、黎
明
期
に
あ
っ

た
ワ
イ
ン
醸
造
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
。

　
こ
う
し
て
ワ
イ
ン
産
業
の
基
盤
を
築
い
た

正
誠
は
、１
９
２
３（
大
正
12
）年
、71
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
。

ブ
ド
ウ
栽
培
の
技
術
と

醸
造
法
の
伝
授
に
ま
い
進

『葡萄三説』と巻頭の挿絵
（甲州市立勝沼図書館所蔵）

日本最古のワイン（甲州市・宮光園）

れ
い
め
い
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